
 

 

令和6年7月3日  

 

福岡SBH元監督の工藤公康さんもやってくる 

～ 宮崎大学医学部開講50周年記念 ファミリー健康講座 ～ 

 

この度、宮崎大学医学部開講50周年記念事業の一環として、子どもからシニア世代までが楽しみながら参加でき

るファミリー健康講座を、開催することとしましたので御案内いたします。 
 

宮崎大学では、令和4年度から令和9年度にかけて、重点的教育・研究分野の一つとして「宮崎県の健康寿命日

本一」を目標に掲げる異分野融合プロジェクトを開始しており、県や市町村などの自治体や医師会とも連携しなが

ら、学部の垣根を越えて、全学的に県民の健康寿命を延伸させるための研究・取組を進め、地域社会全体を支えて

いく「地域共生社会の宮崎モデル」構築を目指しています。 
 

今回のプログラムは、５人の医学部教授による講座を通して、からだの仕組みや病気の知識、救急医療などについ

て学べる内容となっていて、人生 100年時代に向けて知っておいていただきたいことをお伝えします。また、宮崎大

学みやざき健康キャラバン隊による「ロコボット体験」「心電図モニター」「救命救急体験」「ロコモ度チェック」など

の体験ブースなどを準備しておりますので、お子様連れでも楽しむことができるようにしています。 
 

さらに、福岡ソフトバンクホークス元監督の工藤公康氏によるスペシャル健康講座「野球と私の人生」や、パワーリ

フティング日本代表の伊東優太選手によるマッチョ体操、宮崎県シンボルキャラクター「みやざき犬」も登場し、医学

部入試説明会なども行われます。 
 

我が国の平均寿命は飛躍的に伸びましたが、平均寿命と健康寿命の間に約10年の差があり、亡くなるまでの10

年間に介護を要しているケースが多いことがわかります。介護が必要になる理由のトップは認知症ですが、脳卒中

や心筋梗塞等の循環器疾患は合わせて 20.6%、関節疾患・骨折・転倒・脊椎損傷などの運動器疾患は 24.6%と、

循環器・運動器で全体の約半数を占めており、かつこれらの疾患が認知症の発症に関わることから、健康寿命の

延伸には、循環器・運動器の機能維持の観点から取り組むことが重要であると言えます。 
 

本取組を通じて、宮崎県総合計画「未来みやざき創造プラン」に掲げるスローガン「目指せ！健康長寿日本一」を

実現できるように進めてまいりますので、県民の皆さまへの周知並びに当日の取材についてご検討いただきますよ

うお願い申しあげます。 

 

※ 詳細は別紙チラシをご参照ください。 

 

 

 

 

① プロジェクトに係る問い合わせ先 

宮崎大学健康街づくり構想オフィス 

TEL：0985-85-1785 

e-mail :genki_project@med.miyazaki-u.ac.jp 

② 発信元 

企画総務部総務広報課広報係 

TEL：0985-58-7114  

e-mail :kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 

 

報道発表 ～世界を視野に、地域から始めよう～ 

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/sogoseisaku/kense/kekaku/sogokeikakur1kaitei.html
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